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～７月は安全・適正就業強化月間～ 

１日～７日は安全週間！ 

 

山口県シルバー人材センター連合会の 

安全委員会の統計によると、請負・委任 

事業における傷害事故件数は、平成２８ 

年度は５８件で、平成２７年度の４９件 

から大幅に（約１８％）増加しており、 

平成２３年度からの６年間では、平成２４年度の６０件に次ぐ多

さとなっています。男女の別では、女性の事故が増加しているよ

うで、平成２７年度の１０件（全体の約２０％）に比して、平成

２８年度は１８件（同３１％）と、件数にして約２倍、率にして

約１．５倍となっています。また、就業中か就業途上かの別では、

就業途上が増加しているようで、平成２７年度の５件（全体の約

１０％）に比して、平成２８年度は１３件（同２２％）と、件数

にして２．６倍、率にして約２倍となっています。 

 請負・委任事業における損害賠償事故件数は、平成２８年度は

４５件で、平成２７年度の５０件から減少し、平成２３年度から

の６年間では、最も少ない件数となっており、減少傾向にあるも

のと思われます。内訳では、刈払機による作業中が最も多く、事

故件数の約６７％となっています。 

 派遣事業における労災事故件数は、平成２８年度は７件で、平

成２７年度の２件の３倍以上と大幅に増加しています。また、損

害賠償事故件数については、平成２８年度は４件で、平成２７年

度の１件から大幅に増加しています。 

なお、安全就業スローガンが、「見逃すなヒヤリで済んだ あの

経験」から「事故防止、急ぐな、あせるな、気を抜くな」に替わ

りましたので、この「事務局だより」に記載している安全就業ス

ローガンも新しいスローガンに変更しました。 

安全・適正就業強化月間の懸垂幕の掲揚や安全パトロールなど、

事故０を目指した取り組みを実施していますが、現実には事故は

なかなか減ってはいません。新たな安全就業スローガンのもと、

ひとり一人が気を引き締めて、引き続き安全就業に努めましょう。 

事業実績（平成 29.6.30現在） 

会員数 470人 （男 335 人・ 女  135 人） 

■ 請負関係 

就業者数 292人 （男 197 人・ 女  95 人） 

就業率 62.1％ （男 58.8％・ 女 7 0 . 4 ％） 

契約件数 284件 就 業 延 実 人 員 1,141人 

契約金額 16,651千円 H29年度累計額 48,195千円 

昨年同月 18,156千円 昨 年 度 累 計 額 49,040千円 

区 分 平成２９年６月 平成２８年６月 

職 種 件数 契約金額 割合 件数 契約金額 割合 

技 術 0 0 0 0 0 0 

技 能 71 2,345,269 14.1 61 1,685,272 9.3 

事 務 2 73,311 0.4 3 74,789 0.4 

管 理 15 4,896,913 29.4 16 4,923,981 27.1 

折衝外交 4 343,267 2.1 4 404,967 2.2 

一般作業 183 8,592,671 51.6 196 10,856,649 59.8 

サービス 9 400,222 2.4 9 210,867 1.2 

その他 0 0 0 0 0 0 

計 284 16,651,653 100 289 18,156,525 100 

■ 派遣関係（平成 29年 5月） 

派遣登録会員数 44人 （男 37人・女 7人） 

就業実人員 35人 就業延日人員 406 人 

受注件数 1 件 契約金額 2,321,398円 

H29/4からの累計契約金額 4,746,634円 

 

１ 盆休み 

８月１５日(火)は業務を休ませていただきます。 

２ 会員募集 

  会員数は、全国的にも当センターでも減少傾向です。会員の

皆様のお友達やお知り合いの方に、シルバー人材センターのご

紹介と加入をお勧めいただきますようお願いいたします。 

３ 第３回理事（役員）会 

６月２７日（火）午後２時から開会し、①「平成２９年度収

支予算の一部補正の件」を可決し、②「正会員入会承認の件」

を承認しました。 

健康だより(№４)【高齢者に多い呼吸器系の疾病】 

 

３ 肺炎 

高齢者の肺炎は、症状や発熱が少ないことから、気付かな

いうちに悪化していることがある。高齢者の肺炎は、誤嚥性

のものが多いため、食事の状況や口腔内衛生などには注意す

る必要がある。 

（症状）＊呼吸異常 ＊痰がらみ ＊喘鳴 ＊発熱 ＊脱水

症状 ＊チアノーゼ 等 

４ 肺結核 

  結核菌によって起こされる肺感染症。発病し「排菌」して

いる場合は入院治療が必要となるが、排菌していない場合は

通院治療が可能。結核菌は、感染者のくしゃみや咳によって

飛散し、空気感染する性質を持っている。ただし、急激に症

状が現れるわけではなく自覚症状のないまま感染者になって

いる場合がある。 

 （症状）＊２週間以上続く咳や微熱 ＊数か月での急激な体

重減少 ＊痰 ＊血痰 ＊発汗 ＊呼吸困難 等 

～居宅ケアマネージャー実務支援サイト 

ケア・フリーから引用～ 
 

□ これくらいと 思う気持ちが 事故の元 （西川 順助）〔平成 28 年 安全標語優秀作品〕 

□「夏草や 兵どもが 夢の跡」（松尾 芭蕉） 

事務局だより 

８月の配分金支払日：８月１６日（水） 

就業相談日：毎月１０日 １０時～１２時（休日は前後します。） 

―６月入会者紹介― 
 

2372 羽野 利子 2373 田中 隆夫 

2374 福田 清 2375 縄田 五月 

2376 久保 光子 2377 河村 良夫 

2378 杉山 圭子   
 

合計 7 人 

【安全就業ニュース】 

６月当センターでは事故数０件でした。 

【県内事故紹介】 

１ 傷害事故（５月） 

産廃処理場の分別作業において、グラインダーで船の名

盤を切る際に、グラインダーの刃が欠けた破片で額を負傷

（４針縫合する裂傷）した（６８歳男性）。 

ヘルメット、防護メガネ等の着用は当然だが作業内容に

よっては、顔面防護マスクを着用しましょう。 

２ 損害賠償事故（５月） 

草刈作業中、小石が飛び周辺駐車場に停車中の車両に当

たり、後部窓ガラスを破損した（７５歳男性）。 

 作業にあたっては、現場の状況、周囲の環境等状況確認

を徹底しましょう。 

 

 

～お知らせ～ 


